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内容の要旨および審査の結果の要旨
一側腎・副腎摘出，他側副腎核摘出を施したラットの核出副腎再生過程においてみられる血圧上昇は，
副腎再生高血圧（adrenalregenerationhypertension，ARH）として知られている。教室の波佐谷
は先年同ラットのレーン基質の推移を中心に検討を加えたが，著者はＡＲＨの発症・維持機構にかかわる
ホルモン環境を追求する目的で，ＡＲＨラットを作製し高血圧の進展に伴う４種の血漿corticosteroid（CS）
プロフィルを測定した。またaldosterone（aldo）分泌調節因子として注目されている中枢性dopamine
(ＤＡ）活性の関与について血漿prolactin（PRL）値を指標に検討した。対照実験として一側腎･副腎摘
出のみを施行し，１％食塩水を投与したラット群（unilaterallynephroadrenalectomizedrat,UNA)，
偽手術後水投与ラット群および１％食塩水投与ラット群を設け，ARH群と同じく血漿Ｃｓ，PRLの変動を
検討した。血圧の測定はtailcuff法により，血漿corticosterone（B)，deoxycorticosterone（DOC)，
l8-OH-DOO及びaldoの測定はSaitoらが開発したＨPLCとRIAを組み合わせる方法に準じて行なった。
血漿PRLはラットPRL特異抗血清を用いるＲＩＡにて測定した。研究成績：(1)血圧はARH群において処置
後４週目に167.0±5.8ｍｍＨｇと有意に上昇した。(2)ARH群２週目において，血漿ＣｓのうちＢは対照群の
１％以下と低く，l8-OH-DOQaldoは20-30％台であった。ＤＯＣは２週目より対照群とほぼ同様な値
を示し，４週目では約２倍に上昇した。また，18-ＯＨ－ＤＯＣも４週目にはＤＯＣと同程度に上昇し，その後
６，８週目にはDOCとともにほぼ正常域に復した。これに反しaldoは４週目まで低値で６週目より漸く
食塩水投与の対照２群と同程度のレベルに回復した。(3)血漿PRLはARH群４週目においてのみ低下して
いた。
以上の成績より，再生副腎は核摘出２週目まではCS分泌不全状態にあり，negativefeedbackを介す
るAOTH分泌冗進によって刺激されるが，multipleenzymecomplexとしてのＰ-4501,β発現が十分で
なく，４週目に入ると持続的なACTH分泌冗進により，再生球状層でまず18-OH-DOC再生が増加する。
一方内層でのB産生は遅れて起こり，また，aldo増加は食塩負荷ならびに中枢性ＤＡ活性の冗進によりさ
らに遅れるものと推定した。このことから，４週目の血圧上昇には主にＤＯＱ１８－ＯＨ－ＤＯＣ産生冗進が関
与しており，それ以降の高血圧には他の因子が介在すると考えられた。
本論文は，ＡＲＨの成因にかかわるＣ-18位水酸化ステロイドの意義に新知見をもたらした点で学位論文
に値すると評価される。
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